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苅田町青少年育成町民会議だより
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乗
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

町
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
で
６
月
２５

日
か
ら
、́
読
み
聞
か
せ
を
広
め
る
会

「
マ
ザ
ー
は
屏
数
」
（濱
田
順
子
代
麦
）

の
協
力
で
凡
眩
劇
に
よ
る
オ
ア
シ
ス

運
動
を
推
進
わ
■
・い
ま
す
。

,Щ豊かで
たくましい青少年の育成を目指しましょう

__ノ

苅

田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

で

は
、
社
会
生
活

の
基
本

で
あ
り
、
潤

滑
油
で
も
あ
る
″あ
い
さ

つ
″
を
励
行

す
る

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

あ

い
さ

つ
は
、
小
さ

い
頃
か
ら
す
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平成 9年度 鶏菫町費少年賛成町
第 1■9爾 総 会

とき :平成 19年 4月 26日 (木)と ころ :三原文化会館 大ホール

1平成■9年度の主要事業計画||
平
成
１９
年
４
月
２６
日

（木
）

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議
第
１９
回
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
、
行
橋
警
察

署
　
生
活
安
全
課
課
長
　
末
崎

誠
吾
氏
、
苅
田
町
議
会
議
長

珠
久
六
夫
氏
が
ご
出
席
下
さ
い

ま
し
た
。

吉
廣
町
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
昨
年
度
の
主
な
事
業
と
決

算
報
告
が
あ
り
、
今
年
度
の
事

業
計
画
案
な
ど
を
提
案
し
ま
し

た
。ま
た
、
役
員
改
選
に
係
わ
る

新
役
員
の
ご
承
認
も

い
た
だ

き
、
無
事
に
総
会
を
開
会
し
ま

し
た
。
平
成
１９
年
度

・
２０
年
度
の
新

役
員

（
３
役
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
２
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 19年度事業計画

《重点、日標》 としては、

1.地域・校区単位で子どもたちを中心とした異年齢交流を促進し、
各種体験活動や遊びを共にする場を数多く提供していくよう

努める。

2.少年犯罪や「不審者」等による被害から子どもたちを守るため、
行政、警察、学校をはじめ、自治会 。PTAな どのいろいろな
団体との連携を深め、非行防止活動及び啓発活動を積極的に

推進する。

3.昨年度より苅田町が取り組んでいる「苅田町非行防止推進事業」
活動に賛同し、積極的に参画していく。

4.青少年問題に関する、広報、啓発活動を一層推進する。

以上をふまえて、これからの青少年の健全育成を

推進してまいります。
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三役の方々

会
　
長
吉

廣

副
会
長
千

原

三

角

理
事
長
森

勲

氏

主

計

氏

賞

生

氏

啓

子

氏
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18月 ||○夏休み特
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|||||■|        ||‐ |■|||■ ||
91月||いじめストップ強調月‐闘
|111110いじめストップ|||||
|||||||||||||||キャンペ=シ嚢競|
|||||〇健全育成講演会|||||
■■|:‐ |||| .  ..      . .     |||‐  ‐||■ |‐ |‐

11111      1 1    1111111

○神幸祭補導|||||||||
|○子ども,ニステオバル
○苅時町スポ■ツ祭後援
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Oオアシス等入選者表1彰|

1全国青少年健全育成|

強化月間  |
|○すこやか 54号発行



7月は青少年を非行から守る強調月間です。

▲夜間補導

▲かんだ港まつり補導

(新津中学校の様子)

1日 の始まりは、朝のさわやかな「おはよう

ございます」の挨拶から。町内各小中学校では、

この声かけ運動をしていますが、今回は、新津

中学校、PTA、 地域の皆さんによる活動を拝見

しました。

毎朝 PTAや

地域の方々が

交代で生徒ヘ

の声かけをし

ています。こ

の活動 は、8

年前からして

いるそうです。

大人と子ど

ものお互いのあいさつは、とでもほほえましく、

明日へのエネルギーになると思いますし、明る

い気分で 1日を過ごせます。

PTAや地域の皆さん毎朝大変お忙しい中、お

疲れ様です。

3

この機会に自分・地域の子どもたちを見直しましょう。

青少年を非行から守る全国強調月間にあたり苅田町青少年育成町民会議では、その取り組みの

ひとつとして、「有害環境の浄化推進」運動を行っています。

◇その 1:役場玄関東側に懸垂幕を掲げ、町民の周知を図る。
◇その2:青少年に有害な図書 。図画等の販売について、配慮のための町内書籍・ビデオ店訪問。

ヽ苅
田
町
が
昨
年
９
月
に
非
行
防
止

活
動
を
中
心
と
し
た

「苅
田
町
非
行

防
止
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
、
町

民
活
動
と
し
て
約
２０
団
体
が
協
力
の

下
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
推
進
事
業
の
具
体
的
方
策
と

し
て
、
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た
青

色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
配
置
さ
れ
、

特
に
町
内
の
巡
回
や
児
童
生
徒
の
登

下
校
時
に
子
ど
も
た
ち
を
守
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

青
パ
ト
が
配
置
さ
れ
る

ま
で
は
、
町
の
公
用
車

で

各
学
校
の
通
学
路
や
公
園

等

の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を

行

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
青
パ
ト
が
配
置
さ
れ

て
さ
ら
に
活
動
範
囲
が
広

が
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
対
策
が
強
化
さ
れ
、
強

い
味
方
を
得
た
と
い
う
思

い
で
す
。

（青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
）

ヽ

青
パ
ト
巡
回
中
に
子
ど

も
た
ち
に
マ
イ
ク
で
声
を

か
け
る
と
元
気
な
返
事
が

返

っ
て
き
た
り
、
頭
を
下

げ

「あ
い
き
つ
」
し
た
り
、

手
を
振

っ
た
り
、
と
て
も

ほ
ほ
え
ま
し
い
情
景
が
見

ら
れ
ま
す
。

安
心
安
全
な
町
づ
く
り

と
青
少
年
の
健
全
育
成
を

目
指
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
期
待
し
な
が

ら
、
青
パ
ト
よ
り
声
か
け

を
日
々
推
進
し
、
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
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苅田町青少年育成町民会議では、町内の住居地域

を中心として、不審者 。非行防止のため、広報活動

を行っております。

不審者等に気付いたらすぐ110番または、近く
の学校へ連絡ください。いろいろな情報をお待ちし

ています。

苅田町青少年育成町民会議事務局

TELOFAX 093-434-9838
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元気な子どもたち r

饂

ヽ

今年も無事田植えが終わりました。作

業は、大変だつたけど頑張りました。

その後のどろんこ大会で相撲大会を繰

り広げること|こなり、子どもたちと指導

員はどろんこだらけ…。

皆さん、す<す <と育ってほしいです。

つてし

とヽ思い

8団体 |こ助

通学合宿
冒週間がたIずったぞ r

鯰

大き<成長 今
回
で
５
回
目
に
な
る

通
学
合
宿
で
す
。
テ
レ
ビ

や
ゲ

ー
ム
の
な

い
１
週

間
。
食
事
の
支
度
か
ら
洗

た
＜
ま
で
、
自
分
達
の
カ

で
や
り
ぬ
き
ま
し
た
。
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バァ～バァの一言 No。 4

バラ■バア :|「足もとのゴミを拾うで?」
人きん:|「由

^か

搭そたんじヽなしヽよ!」

問合せ先 |まるつと農園長 田□朝子
愛1‐0 9.0.一 .4.5 8 9.-3 2 0 0

詢 「 ¬

饉驚機饉爾

場所→中央公民館

期間→ 6/17～ 23
・１

一一一」一
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●
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【運
動
会
　
フ
ォ
ト
ス
ケ

ッ
チ
】

今
年
は
５
月
２７
日

（日
）
に
新
津
中
と
苅
田
中
の
体
育
祭
が

そ
し
て

一
週
間
後
の
６
月
２
日

（土
）
に
は
苅
田
小
、
南
原
小

の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

生
徒
達
は
初
夏
の
日
差
し
の
も
と
、
す
ば
ら
し
い
演
技
を
披
露

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

苅
田
小
学
校

高学年応援合戦

組み体操

組体操

二つの力で突き進め !

ダンス

切 瑳 琢 磨

全学年大玉おくり

応援合戦

低学年玉入れ

学年競争遊技

紅白リレー

組体操
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南
原
小
卍■
」P

校

新津中学校

苅田中学校

組体操団旗リレーソーラン節
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第 3回イカダ大会開催
7月 16日 (月 )

“小学生チーム4隻、一般のチーム3隻"合計 7隻の
イカダが今年も小波瀬川を彩りました。約 500mの長

さは、短いようで長いです。そんな中で仲間と―緒 |こ

なって直接自然 |こ関わることは、協調性、社会性、忍

耐力の向上など多<の効果が得られたことでしょう。
こうして第 3回目を迎えたイカダ大会は、沿道から声

援 。歓声が渦巻<中、大盛況で終了しました。

軋贔茫氷躙 .1‐ユ米I

成績発表

小学生の部

1位 ミミズ君      一般の部
2位 なつシング      1位  苅田工業高等学校無線部
3位 まむシックス    2位  苅田商工会議所青年部
4位 ∪FOガーディアン  3位  m山崎工業

※ご協力をいただいた＼各種団体等

苅田町子ども会育成連合会 苅田町青少年育成町民会議
苅田町・苅田町教育委員会 岡崎区 。片島区
苅田ライオンズクラブ 苅田山笠青年会
(株)山崎工業 福岡県水難救済会苅田救難所
日産自動車閲九州工場 苅田商工会議所青年部
こいのぼりの寄贈

山本春江  林 信行  荒鬼省三  笠 村夫
誠にありがとうございました。 (いずれも順不同・敬称略)

「大
人
が
変
わ
れ
ば
、

子
ど
も
も
変
わ
る
」
を

合
い
言
葉
に

福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

通
常
総
会
に
お
い
て
感
謝
状

地
域
で
長
年
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
地
道
に
優
れ

た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
青
少
年
団
体

や
青
少
年
育
成
市
町
村
民
会
議
の
役
員

な
ど
に
対
し
、
顕
彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
苅
田
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議
か
ら
は
、
５
人
の
役
員

・

委
員
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ヽ、´

授与された方々

坂岡正喜 (スポーツ少年団 )、 角野祥子 (家庭部会 )
吉野利子 (家庭部会副部会長 )、 田畑隆 (補導環境部会 )
獅々戸勝彦 (苅田町レクリェーション協会会長 )敬称略

平
成
１９
年
度
す
こ
や
か
編
集
委
員

編
集
委
員
長
　
松
枝
　
玲
子

委
　
口貝
　
庄
野
　
和
子

荒
鬼
　
文
子

石
田
　
正
枝

金
丸
　
晴
樹

三
浦

　

豊

編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会
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編
集
後
記

「
ど
ん
な
人
も
生
き
て
い
く

権
利
が
あ
り
、
私
の
い
の
ち
は
、

ま
わ
り
の
た
く
さ
ん
の
い
の
ち

に
よ

っ
て
い
か
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
考
え
が
社
会
で
大
事
に
さ

れ
た
ら
、
人
は
み
な
や
さ
し
く

な
れ
る
」
と
灰
谷
健
次
郎
さ
ん

は
述
べ
て
い
ま
す
。

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
生
長

し
、
卒
業
し
て
い
く
子
ど
も
た

ち
、
自
分
や
他
人
の
い
の
ち
を

大
切
に
し
、
人
と
し
て
ど
う
生

き
る
こ
と
が
大
切
か
を
し

っ
か

り
考
え
、
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。
「
自
分
探
し

の
旅
」
の
出
発
で
す
。
頑
張
れ

子
ど
も
た
ち
―

松

枝

玲

子
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